
実際の人権の課題を通して、「思いこみ」について考えさせる内容です。

¨    「思いこみつてなんだろう?」

今、日本にはホームレスの状態になつている人が数多くいます。このパートでは、

ホームレスの人や支援する人々の言葉から、わたしたちが普段いだいている「ホ

ームレス」の人についての思いこみを考えてみます。さらに、日常生活のなかで、

いろいろな思いこみを持つたこと、思いこみをされたことなどを考え、理解を深

めていきます。

―
   「ちがいを受け入れる」

身体に障害のある、スクールカウンセラーの女性。彼女の暮らしの様子を通して、

ちがいを受け入れることの大切さを学びます。また、男だから、女だからとか、

外国人だからといつた「思いこみ」だけで人を判断していることがないかを問い

かけます。
アメリカで、かわいそう視線に
あつていないという開放感が

事例や、いろいろな人へのインタビューを通して、大切なわたし、大切なあなた

というテーマを子どもたちに考えさせる内容です。

¨    「きずつくこと きずつけること」
虐待をテーマに、人に大切にされることが人を大切にする心につながることを

学びます。小学生のときにネグレクトの状態にあつたAさんは、施設に入り、あ

たたかい人間関係の中で自分を大切にする心を取り戻しました。また、子どもの

虐待防止センターでは、身近な人に相談することの大切さを伝えます。

―
   「大切な自分 大切なみんなJ

ここでは、小学生から大人まで、いろいろな人にインタビューします。「あな

たは自分のどんなところが好きですか ?」 「あなたは自分が大切にされているな

と思つたことはありますか ?」 「他の人を大切にしているなあと思つたことはあ

りますか ?」 ・…・いろいろな人の言葉を聞くことで、自分を大切にし相手も大切

にするとはどういうことかを、子どもたち自身に考えさせるものです。
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